
二
〇
一
五
年　

新
春

皆
さ
ま
、新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
青
森
市
議
会
議
員

選
挙
で
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら

御
支
援
を
い
た
だ
き
２
期
目

の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
青

森
市
と
市
民
の
皆
様
の
橋
渡
し
役
を
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
一
期
４
年
間
、い
つ
か
住
ん
で
み
た

い
と
思
わ
れ
る
青
森
市
、
住
み
続
け
た
い
青
森
市
を
目
指
し

市
政
全
般
・
地
域
問
題
等
、
多
種
多
様
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
１２
月
に
入
っ
て
か
ら
の
豪
雪
は
、改
め
て
青
森
市

に
と
っ
て
雪
対
策
が
最
優
先
事
項
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。一
年
間
の
う
ち
わ
ず
か
３
ヶ
月
間
と
は
い
え
、
こ

の
間
の
雪
に
よ
る
弊
害
が
企
業
誘
致
や
人
口
減
少
対
策
等

の
市
政
課
題
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
他
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

青
森
市
は
降
雪
で
住
み
に
く
い
地
域
と
思
わ
れ
い
る
の
で

は
な
い
か
。市
民
の
皆
様
の
中
に
も
そ
う
感
じ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
残
り
の
９
ヶ
月
間
の
快
適
さ

を
考
え
れ
ば
、
少
し
で
も
冬
期
間
の
課
題
解
決
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
の
解
決
に
向

け
議
会
の
場
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
、そ
し
て
皆
様
に
愛
さ

れ
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
１
月　

吉
日青

森
市
議
会
議
員　
　
　

 　

 

藤　

田 　

ま
こ
と

（平成２６年１１月～）青森市議会所属委員会

・民生環境常任委員会委員

・まちづくり特別委員会副委員長

・青森地域消防事務組合議会議員

・青森市都市計画審議会委員

（平成２６年１１月～）

青森市議会所属委員会

・民生環境常任委員会委員

・まちづくり特別委員会副委員長

・青森地域消防事務組合議会議員

・青森市都市計画審議会委員

（平成２６年１１月～）

新青森駅周辺の売れ残りの土地を早く販売する

ための助成制度

　石江地区一般保留地において予定処分価格と実勢

価格に大きな隔たりが生じている事から、助成事業

により販売促進を図る予算（簡単には周辺地価の状

況を勘案し安く販売する）

除排雪対策事業

　労務単価の上昇等に伴う除排雪委託料の増額に伴

う予算

公共施設へのAED（除細動器）の増設

　AED（除細動器）の設置基準を緩和し、公民館・

児童館等に５６台追加設置を行う予算

降ヒョウ被害果緊急支援事業

　平成２６年９月１２日に発生した降ヒョウによる被

害を受けたリンゴ農家に対し、出荷費用の一部助成

や青森市リンゴセンターへの被害果の一時保管場所

としての使用料も軽減や販売支援を行う予算

扶助費関連経費

　生活保護費や障がい者関連事業等の利用者の増加

に伴う対策と就学援助のうち中学校新入学学用品費

の支給を入学後から入学前に変更する予算

米価下落に伴う稲作農家への支援事業

　来年度以降米、畑作物の収入減少影響緩和対策

に加入する農業者の拠出金の一部を助成する予算

＝主な補正予算＝

発行者　藤田 まこと 
事務所　青森市中央１丁目22 -5
　　　　 青森市議会
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印刷所　スタジオとまと
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藤 田 まこと

修正議案（資産税賦課事務について）

　固定資産税の住宅用地特例の適用漏れによる過誤納金のうち、５年までは全額返還、それ以降は裁

判の判例を参考にして７０％を返還する議案に対し、一時棚上げにし他都市の状況等を調査し結論を出す

べきではとの意見があり、修正案が提出され可決、この修正案以外の補正予算は全議案可決されました。

補正予算（案）・一部修正で可決
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社民党控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902

定
例
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問

定
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問

定
例
会
の
主
な
一
般
質
問

市
職
員
の
定
員
管
理
計
画
の

５
年
間
の
推
移
に
つ
い
て

業
務
量
の
変
化
に
対
応
し
た
職
員
配
置
を

す
る
と
し
て
い
る
が
、
採
用
辞
退
者
が
多
く

募
集
に
対
す
る
補
充
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
懸
念
さ
れ
る
た
め
質
問
し
た
。

答
弁　

目
標
は
平
成
２２
年
度
３
，
０
９
８
人

か
ら
平
成
２７
年
度
２
，
９
６
５
人
と
５
年
間
で

１
３
３
人
の
削
減
計
画
で
、
平
成
２６
年
度
、

計
画
値
よ
り
３３
人
少
な
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
事
務
量
が
減
ら
な
い
中
で
の
人
員
削
減

を
行
わ
な
い
事
を
基
本
に
施
策
・
事
業
の
着

実
な
推
進
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供

給
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
な
ど
に
向

け
必
要
な
退
職
者
補
充
を
行
っ
て
き
た
が
、

中
途
退
職
者
や
採
用
辞
退
者
が
増
加
し
た
事

に
よ
っ
て
欠
員
が
生
じ
た
。
平
成
２７
年
度
は

目
標
値
と
同
程
度
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

生
活
保
護
業
務
に
対
す
る
国
の

監
査
に
つ
い
て

　

年
々
生
活
保
護
世
帯
が
急
増
し
て
い
る
現

状
の
中
、
市
の
定
員
管
理
計
画
で
は
、
職
員

が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、
今
回
の
国

の
監
査
で
人
員
配
置
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た

の
か
質
問
し
た
。

答
弁　

平
成
２６
年
９
月
末
か
ら
４
日
間
、
主

に
次
の
７
項
目
に
つ
い
て
監
査
を
受
け
た
。

①
保
護
の
決
定
手
続
及
び
方
法
の
適
否

②
被
保
護
者
の
自
立
助
長
等
個
別
的
援
助
の

適
否

③
組
織
機
構
と
職
員
の
配
置
状
況

④
業
務
の
進
行
管
理
等
査
察
指
導
の
状
況

⑤
保
護
の
決
定
等
事
務
処
理
の
状
況

⑥
訪
問
調
査
活
動
の
状
況

⑦
指
定
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
施
設
及
び
そ

の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況

同
年
１１
月
末
に
厚
生
労
働
省
援
護
局
長
か

ら
様
々
な
指
摘
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
、
実

施
体
制
に
つ
い
て
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な

運
営
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
現
業
員
（
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
）
の
配
置
数
が
社
会
福
祉
法
第

１６
条
に
定
め
る
標
準
数
に
対
し
て
１５
名
不
足

し
て
い
る
ほ
か
、
査
察
指
導
体
制
の
整
備
が

必
要
な
状
況
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

◇
予
算
委
員
会
で
の
質
問

①
青
森
・
浪
岡
地
区
の
保
護
率
の
推
移
に
つ

い
て

②
人
員
不
足
で
職
員
に

余
裕
の
無
い
体
制
で
、

生
活
保
護
の
支
給
決
定

に
当
た
っ
て
正
し
い
判

断
が
で
き
る
職
場
環
境

な
の
か
、
ま
た
地
域
住

民
か
ら
被
保
護
者
に
係

る
不
正
受
給
の
通
報
が

あ
っ
た
場
合
、
誰
が

対
応
し
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。

答
弁　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
本
人
、
関

係
者
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
課
税
状
況

等
を
調
査
、
事
実
確
認
を
行
う
。
必
要
に
応

じ
て
査
察
指
導
員
が
現
業
員
（
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
）
を
支
援
し
、
不
正
受
給
と
判
断
さ
れ

れ
ば
組
織
と
し
て
十
分
協
議
を
し
て
対
応
を

決
定
す
る
。

　

不
正
受
給
と
は
、
収
入
、
支
出
そ
の
他
生

計
の
状
況
等
に
変
動
が
あ
っ
た
場
合
届
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
意
や
偽
り
の
申
告
等

不
正
が
あ
っ
た
場
合
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ち
な
み
に
平
成
２５
年
度
の
不
正
受
給

は
１
２
０
件
で
し
た
。

※

生
活
保
護
支
給
額
は
、
国
庫
負
担
金
３
／

４
、
自
治
体
負
担
金
１
／
４
と
事
務
費
が
地

方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
全
額
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
事
に
な
っ
て

い
る
が
、
交
付
税
措
置
額
は
不
明
）

青
森
市
バ
ス
交
通
戦
略
の
乗
り

継
ぎ
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

青
森
市
バ
ス
交
通
戦
略
は
現
在
進
行
が
停

止
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
青
森
市
バ
ス

交
通
に
関
す
る
戦
略
と
は
な
ん
な
の
か
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
た
の
か
、
ま
た
、
乗
り
継
ぎ
拠
点
と
は

何
な
の
か
、
疑
問
が
あ
っ
た
の
で
質
問
し
た
。

答
弁　

「
青
森
市
総
合
都
市
交
通
戦
略
」
の

重
要
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
「
バ
ス
交
通
に
関

す
る
戦
略
」
で
は
中
心
部
を
運
行
す
る
骨
格
・

幹
線
路
線
と
郊
外
部
を
運
行
す
る
支
線
を
乗

り
継
ぐ
際
の
抵
抗
感
の
緩
和
や
バ
ス
待
ち
環

境
の
向
上
を
目
的
に
市
民
利
用
の
多
い
鉄
道

駅
、
病
院
、
商
業
施
設
等
の
既
存
施
設
を
活

用
し
、
利
用
者
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
乗
継
情
報

案
内
、
バ
ス
回
転
ス
ペ
ー
ス
等
の
機
能
を
有

し
た
乗
り
継
ぎ
拠
点
の
整
備
を
掲
げ
て
い
る
。

　

現
状
、
住
民
懇
話
会
に
お
い
て
乗
り
継
ぎ

に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
か
ら
、
現
在
運
行
し
て
い
る
市
民
バ
ス

の
ほ
と
ん
ど
が
直
通
で
市
中
心
部
ま
で
乗
り

入
れ
て
い
る
。
現
在
、
バ
ス
路
線
再
編
は
利

用
者
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
新
た
な
国

の
法
律
に
基
づ
き
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
を
策
定
し
、
具
体
的
な
乗
継
拠
点
を

検
討
す
る
。

私
の
所
見
：
市
民
バ
ス
に
移
行
（
市
営
バ

ス
か
ら
民
間
委
託
）
す
る
地
域
住
民
と
の
懇

話
会
で
は
、
計
画
の
核
で
あ
る
乗
り
継
ぎ
に

反
対
さ
れ
、
市
民
の
主
張
を
受
け
入
れ
計
画

そ
の
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

市
道
路
側
溝
の
整
備
計
画
に
つ

い
て

側
溝
整
備
に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間
の
道

路
側
溝
整
備
に
要
し
た
経
費
の
推
移
を
聞
き

ど
の
よ
う
な
考
え
で
整
備
を
し
て
い
る
の
か

質
問
し
た
。

答
弁　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
市
民
の

皆
様
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
効
果
的
に
予
算

配
分
を
行
っ
て
い
る

側
溝
（
フ
タ
・
グ
レ
ー
チ

ン
グ
）
の
所
有
者
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

答
弁　

市
が
整
備
し
た

側
溝
や
市
に
譲
渡
さ
れ
た

道
路
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
市
に
所
有
権
が
あ
り
、

故
意
以
外
で
破
損
し
た
場

合
市
が
修
理
を
行
う
。

２６．２６

２７．７２

２９．２７

３０．０３

３０．４０

２４．６９

２５．９５

２５．４４

２６．１３

２６．４３

平成２２年 

平成２３年

平成２４年

平成２５年

平成２６年

青森地区 旧浪岡地区

保護率（人口千人当たり）

道路側溝整備費の推移

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

約３億２千２百万円

約３億 　　４百万円

約２億８千６百万円

約２億５千６百万円

約１億８千        万円

・
保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て

・
石
江
地
区
一
般
保
留
地
処

　

分
に
つ
い
て

そ
の
他
予
算
委
員
会
で
の
質
問
項
目
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